　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	化学肥料等削減・緑肥転換緊急支援事業について


予算額  55,000千円（国庫10/10（重点支援地方創生臨時交付金））うち繰越明許額55,000千円[image: image1.png]



	１　目　的


化学肥料の代替や土壌病害虫の対策となる緑肥作物の利用拡大の取組を支援し、肥料コスト等の削減を図るとともに、化学肥料・化学合成農薬に依存しない栽培体系、産地構造への転換を推進する。
＜目標(令和８年度)：新たに緑肥作物を導入する面積522.5ha＞
	２　事業概要


　（単位：千円）
	事 業 内 容
	事業実施
主体
	対象ほ場
	事業費
	補助率

	１　産地として緑肥作物の活用へ構造転換する又は化学肥料、化学合成農薬の削減に取組む事業実施主体に対し、緑肥作物種子の購入に要する経費を補助
２　肥料等削減に取組む農業者を支援する事業実施主体に対し、緑肥作物種子の購入に要する経費を補助
	協議会
市町村
ＪＡ　等
	緑肥導入後に野菜、果樹、花きの栽培が予定されているほ場
	55,000
	定額


※令和７年度事業からの主な変更点
	種子の購入先
	事業実施主体が協議会であり、協議会の構成員（ＪＡ等）から種子購入する場合は、一定の条件により認める。

	事業実施主体の要件
	事緑肥作物の作付するための推進活動を行うこと。


	３　事業イメージと効果
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【事業効果】
（１）緑肥作物の導入により肥料コストの低減が図られるとともに、化学肥料の価格に影響されにくい安定的な経営が可能となる。
（２）土づくりなど緑肥作物の多面的効果を農家が実感し、産地全体で栽培体系に緑肥が組み込まれることで、環境にやさしい持続的な産地構造への転換が図られる。
【参　考】
秋まきにおける緑肥作物の活用例
◆主な秋まきの緑肥作物
ライムギ、エンバク、ヘアリーベッチ、ハゼリソウ等






【事業の流れ】





緑肥の導入による効果





【効果のイメージ】
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R2年　　　R6年　　　　R８年


化学肥料のみ   化学肥料のみ








【補助のイメージ】





農業農村支援センター





協議会・市町村　等





計画申請





補助金交付





緑肥種子配布





事業実施主体





野菜農家





緑肥作物
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減 化学肥料





価格高騰の農業経営への影響の低減





1.4倍　





【補助対象】


緑肥種子代





化学肥料削減による環境負荷


の低減





緑肥の多面的効果の発現





化学肥料


最大40％


削減可能





肥料効果は同等





持続可能な栽培体系への転換





肥料価格(/10a)（葉洋菜農家の例）








